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は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
イ
メ
ー
ジ
を
視
覚
言
語
で
表
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
と
し
て
扱
う
ア

プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
き
、《
蘭
亭
図
》
を
例
と
し
て
、
日
本
近
世
視
覚
文
化
を
読
み
解

く
こ
と
で
あ
る
。
追
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
が
特
殊
な
記
号
、
も
し
く
は
被
造
物
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
い
か
に
、
そ
の
創
造
者
や
享
受
者
が
共
同
体
を
構
築
し
て
い
く
過

程
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
能
力
を
含
有
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
た

い
。
一
概
に
イ
メ
ー
ジ
と
い
っ
て
も
、
そ
の
定
義
は
多
様
で
あ
り
、【
表
1
】に
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
研
究
分
野
に
よ
っ
て
も
意
味
が
変
わ
り
、
違
っ
た
解
釈
が
加
え

ら
れ
る（
１
）。
本
稿
で
は
、W
．J
．T
．ミ
ッ
チ
ェ
ル
の『
図
像
解
釈
学（
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
）』

を
応
用
し
な
が
ら
、
図
示
的
・
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
と
心
的
・
言
語
的
イ
メ
ー
ジ
の
関

係
に
留
意
し
つ
つ
、《
蘭
亭
図
》
に
表
れ
る
図
像
の
歴
史
的
・
文
化
的
意
味
に
新
た

な
解
釈
を
加
え
る
。

　

周
知
の
ご
と
く
、《
蘭
亭
図
》
と
は
、
四
世
紀
中
国
の
会
稽
山
麓
で
書
聖
・
王
羲

之
（
三
〇
三
～
三
六
一
）
が
当
時
の
名
士
四
十
一
人
を
集
め
て
禊
を
行
っ
た
と
き
に

書
い
た
と
い
わ
れ
る
『
蘭
亭
序
』
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
永
和
九
（
三
五
三
）

要旨
　《蘭亭図》とは、四世紀中国の会稽山麓で書聖・王羲之が当時の名士
四十一人を集めて禊を行ったときに書いたといわれる『蘭亭序』を絵画化
したものである。本論文では、イメージをテクストとして扱うアプローチ
に基づき、蘭亭修禊参加者のうち、楊模と庾蘊のイメージを例として、江
戸時代に描かれた《蘭亭図》の中に複数の別の画題の図像が混在する問題
について検討する。さらに、図像の根底に流れるイデオロギーを解明し、
視覚的イメージと心的・文学的イメージの相互関係に留意しつつ、《蘭亭図》
に表れる図像の歴史的意味に新たな解釈を加える。

abstract
	 The legendary gathering at the Orchid Pavilion in China took place in 
353 CE, when Wang Xizhi invited forty-one scholars to participate in the 
annual Spring Purification Festival.  At this event, Wang Xizhi improvised a 
short text that has come to be known as the Preface to the Orchid Pavilion 
Gathering. During the Edo period, the “Orchid Pavilion” became one of the 
most important and popular painting themes in Japan. Using the images of 
Yang Mo and Yu Yun among the Orchid Pavilion Gathering participants as 
examples, this paper analyzes how the distinct iconographies of the different 
painting themes are incorporated into this painting theme. Furthermore, it 
will reconsider the political and ideological circumstances of Tokugawa society 
that are implied in the painted representation. In so doing, it will shed a new 
light on historical meanings of the Orchid Pavilion paintings.
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《
蘭
亭
図
》
の
図
像
解
釈
学 

―「
楊
模
」と「
庾
蘊
」の
イ
メ
ー
ジ
を
中
心
に
―

年
三
月
三
日
、
当
時
の
習
慣
で
、
宴
会
を
開
き
、
盃
を
曲
水
に
浮
か
べ
て
流
し
、
自

分
の
前
を
通
る
前
に
漢
詩
を
二
首
詠
ま
な
け
れ
ば
、
罰
酒
を
飲
ま
さ
れ
る
と
い
う
遊

び
を
し
た（
２
）。
王
羲
之
筆
『
蘭
亭
序
』
は
、
太
宗
皇
帝
が
昭
陵
に
副
葬
さ
せ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
て
、
原
本
は
現
存
し
な
い
が
、
臨
本
・
模
本
が
多
数
残
っ
て
い
る（
３
）。
北
京

故
宮
博
物
院
蔵
『
神
龍
半
印
本
』
や
、
唐
の
褚
逐
良
が
臨
書
し
た
と
い
う
『
張
金
界

奴
本
蘭
亭
序
』
は
、
中
で
も
秀
逸
な
例
で
あ
る
。
従
来
、『
蘭
亭
序
』
の
書
と
し
て

の
芸
術
性
が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
、
蘭
亭
図
画
中
の
図
像
を

読
み
解
く
た
め
の
手
引
き
と
な
る
叙
述
テ
ク
ス
ト
と
し
て
扱
う
。
特
に
序
の
始
ま
り

に
お
い
て
、
蘭
亭
修
禊
の
情
景
が
心
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

『
蘭
亭
序
』 

永 

和 

九 

年
。
歲 

在 

癸 

丑
。
暮 

春 

之 

初
。
會 

于 

會 

稽 

山 

陰 

之 

蘭 

亭
。
修 

禊 

事 

也
。
群 

賢 

畢 

至
。
少 

長 

咸 

集
。
此 

地 

有 

崇 

山 

峻 

嶺
。
茂 

林 

修 

竹
。
又 

有 

清 

流 

激 

湍
。
映 

帶 

左 

右
。

引 

以 

為 

流 

觴 

曲 

水
。
列 

坐 

其 

次
。
雖 

無 

絲 

竹 

管 

絃 

之 

盛
。

一 

觴 

一 

詠
。
亦 

足 

以 

暢 

敘 

幽 

情
。
是 

日 

也
。
天 

朗 

氣 

清
。

惠 

風 

和 

暢
。

（
書
き
下
し
文
）

永
和
九
年
、
歳
は
癸
丑
に
在
り
。
暮
春
の
初
め
、
会
稽
山
陰
の
蘭
亭
に
会
す
。

禊
事
を
脩
む
る
な
り
。
群
賢
畢
く
至
り
、
少
長
咸
集
ま
る
。
此
の
地
、
崇
山

峻
領
、
茂
林
脩
竹
有
り
、
又
た
清
流
激
湍
有
り
て
、
左
右
に
暎
帯
す
。
引
い

て
以
て
流
觴
の
曲
水
を
為
し
、
其
の
次
に
列
坐
す
。
糸
竹
管
弦
の
盛
無
し
と

雖
も
、
一
觴
一
詠
、
亦
以
て
幽
情
を
暢
叙
す
る
に
足
る
。
是
の
日
や
、
天
朗

ら
か
に
気
清
み
、
恵
風
和
暢
す（
４
）。

　
『
蘭
亭
序
』
の
情
景
を
要
約
す
る
と
、「
暮
春
の
初
め
、
会
稽
山
の
蘭
亭
に
大
勢
の

知
識
人
が
、年
配
者
か
ら
若
い
人
ま
で
み
ん
な
集
ま
っ
た
。
こ
こ
は
神
秘
的
な
山
で
、

高
い
嶺
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
生
い
茂
っ
た
林
と
見
事
に
の
び
た
竹
が
あ
る
。
激
し
く

流
れ
て
い
る
川
が
あ
り
、
そ
の
水
を
引
い
て
觴
を
流
す
た
め
の
曲
水
を
つ
く
り
、
み

ん
な
岸
に
一
列
に
座
っ
た
。
弦
楽
器
や
管
楽
器
の
華
や
か
さ
は
無
い
け
れ
ど
も
、
觴

が
め
ぐ
っ
て
く
る
間
に
詩
を
詠
じ
る
こ
の
催
し
は
す
ば
ら
し
い
」
と
い
う
内
容
で
あ

る
。　
　

　

こ
の
よ
う
に
言
語
で
表
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
と
比
較
し
な
が
ら
、
本
稿
は
ま
ず
、
描

か
れ
て
い
る
蘭
亭
修
禊
の
参
加
者
四
十
二
人
（
王
羲
之
と
四
十
一
人
）
の
う
ち
、
主

に
「
楊
模
」
と
「
庾
蘊
」
の
図
像
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、《
蘭
亭
図
》

の
中
に
複
数
の
別
の
画
題
の
図
像
が
混
在
す
る
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
ら

美術史学 物理学 生理学 心理学 文学

図示的
視覚的 光学的 知覚的 心的 言語的

絵画
彫像
図案

投射像 感覚与件
仮象

観念
記憶
幻影
夢

叙述
隠喩
図

【
表
１
】（
イ
メ
ー
ジ
の
定
義
）
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《
蘭
亭
図
》
の
図
像
解
釈
学 

―「
楊
模
」と「
庾
蘊
」の
イ
メ
ー
ジ
を
中
心
に
―

の
検
討
を
通
じ
て
、
中
国
文
人
の
雅
集
を
描
く
と
き
、
な
ぜ
近
世
日
本
の
創
造
者
・

享
受
者
は
、
既
成
の
図
像
を
選
ん
だ
の
か
、
そ
の
根
底
に
流
れ
る
社
会
的
な
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
解
明
し
た
い
と
思
う
。
結
論
か
ら
い
う
と
、
特
定
の
図
像
に
含
ま
れ
る
意

味
が
一
人
歩
き
し
、
例
え
ば
、
鶴
田
光
貞
筆
《
曲
水
宴
図
》
と
い
っ
た
、
幕
末
の
刷

り
物
（
十
九
世
紀　

個
人
蔵
、
図
1
）
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
《
蘭
亭
図
》
に
見

立
て
て
自
分
達
の
雅
集
を
作
り
出
し
、想
像
の
共
同
体
を
構
築
す
る
と
い
う
、イ
メ
ー

ジ
の
機
能
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　　
　
　
１　
明
代
拓
本
か
ら
、
狩
野
山
雪
・
永
納
へ

　
（
１
）　
明
代
拓
本
《
蘭
亭
画
巻
》
の
図
像　
　

　

中
国
で
『
蘭
亭
序
』
を
視
覚
化
し
た
作
品
は
、
古
く
か
ら
『
宣
和
画
譜
』
や
『

文
斎
書
畫
譜
』
と
い
っ
た
文
献
の
中
に
頻
繁
に
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
例

の
殆
ど
が
、
明
代
以
降
に
制
作
さ
れ
、
永
楽
十
五
（
一
四
一
七
）
年
、
明
王
子
の

一
人
で
あ
っ
た
朱
有
燉
（
一
三
七
六
～
一
四
三
九
）
が
翻
刻
し
た
拓
本
《
蘭
亭
画

巻
》
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
て
い
る（
５
）。
そ
の
後
、
一
五
九
二
年
、
一
六
〇
二
年
、

一
六
一
七
年
と
翻
刻
が
繰
り
返
さ
れ
、こ
れ
ら
の
拓
本
は
広
く
普
及
し
て
、《
蘭
亭
図
》

の
規
範
と
な
っ
た
。
数
あ
る
拓
本
は
、そ
れ
ぞ
れ
少
し
づ
つ
様
式
や
図
様
が
異
な
り
、

二
種
の
サ
イ
ズ
、
約
34
㎝（
大
）・
約
22
㎝（
小
）が
あ
る（
６
）。

　
《
蘭
亭
画
巻
》の
基
本
的
な
形
式
は
、巻
頭
に
法
帖
と
し
て
の『
蘭
亭
序
』が
配
置
し
、

絵
は
そ
れ
を
補
助
す
る
よ
う
に
続
く
。
水
面
に
そ
び
え
立
つ
蘭
亭
か
ら
始
ま
り
、
王

羲
之
は
従
者
や
唐
子
た
ち
と
と
も
に
亭
内
に
座
っ
て
、
泳
い
で
い
る
数
羽
の
鵞
鳥
を

眺
め
て
い
る
。
そ
の
隣
に
滝
が
流
れ
、
二
つ
の
ア
ー
チ
形
の
洞
窟
の
中
に
は
、
宴
会

の
た
め
に
忙
し
く
働
い
て
い
る
唐
子
た
ち
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
次
に
、
横
長
の

画
巻
と
並
行
し
て
流
れ
る
曲
水
の
両
岸
に
列
座
す
る
文
人
た
ち
が
登
場
す
る
。
彼
ら

の
横
に
は
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
、
各
人
の
名
前
と
官
位
が
、
そ
の
日
詠
ま
れ
た
詩
と
と

も
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
水
面
に
は
、
盃
が
浮
か
び
流
れ
て
い
る
。
最
後
に
ア
ー

チ
状
の
橋
が
現
れ
、唐
子
た
ち
が
流
れ
て
き
た
盃
を
集
め
て
い
る
場
面
で
終
了
す
る
。

　

図
2
は
、万
歴
二
十（
一
五
九
二
）年
に
朱
有
燉
の
後
継
者
、朱
翊
（
別
名
・
益
王
、

一
五
三
六
～
一
六
〇
二
）
に
よ
っ
て
再
翻
刻
さ
れ
た
例
で
あ
る
が
、
そ
の
跋
文
に
よ

る
と
、
拓
本
は
宋
の
李
公
麟
に
よ
る
原
画
を
基
に
翻
刻
さ
れ
た
。
し
か
し
、
視
覚
テ

ク
ス
ト
は
、こ
の
段
階
で
、す
で
に
言
語
テ
ク
ス
ト
と
不
一
致
で
あ
る
。
原
画
は
『
蘭

亭
序
』
を
絵
画
化
し
た
作
品
で
あ
る
は
ず
な
の
だ
が
、『
序
』
に
登
場
し
な
い
図
像

が
含
ま
れ
て
い
る
。　
　
　

　

そ
の
う
ち
、
動
作
が
顕
著
な
二
人
、
即
ち
、
立
ち
上
が
っ
て
踊
っ
て
い
る
「
楊
模
」

と
、
酔
っ
払
っ
て
動
け
な
く
な
り
、
唐
子
に
支
え
ら
れ
て
い
る
「
庾
蘊
」
に
焦
点
を

当
て
る
。『
蘭
亭
序
』
に
よ
る
と
、
全
て
の
参
加
者
は
曲
水
の
両
岸
に
静
か
に
座
っ

て
い
る
は
ず
で
あ
る
し
、
こ
の
二
人
の
図
像
が
《
蘭
亭
図
》
に
入
り
込
ん
で
き
た
の

は
李
公
麟
の
作
品
以
降
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、そ
の
原
本
は
遺
っ
て
い
な
い
。

　

紛
失
し
た
李
公
麟
筆
《
蘭
亭
画
巻
》に
つ
い
て
は
、
明
代
の
宋
濂（
一
三
一
〇
～

図 1 鶴田光貞《曲水宴図》刷物、
 19世紀　個人蔵

図 1部分
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《
蘭
亭
図
》
の
図
像
解
釈
学 

―「
楊
模
」と「
庾
蘊
」の
イ
メ
ー
ジ
を
中
心
に
―

一
三
八
一
）
に
よ
る
詳
細
な
記
述
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
述
に
よ
る
と
、
多
少

の
ズ
レ
は
あ
る
が
、
明
代
拓
本
は
李
公
麟
の
、
ほ
ぼ
忠
実
な
翻
刻
で
あ
る
と
い
え
る
だ

ろ
う（
７
）。
興
味
深
い
こ
と
に
、
宋
濂
は
、
李
公
麟
の
描
い
た
「
庾
蘊
」
が
唐
子
に
支
え

ら
れ
て
い
る
の
は
、
泥
酔
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
彼
が
ひ
ど
く
年
老
い
て
い
る

た
め
、自
分
で
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
せ
い
だ
と
、記
し
て
い
る
。
ま
た
、「
楊

模
」
の
図
像
に
つ
い
て
は
、
片
足
で
立
っ
て
、
長
い
袖
を
翻
し
て
踊
っ
て
い
る
図
像

が
、
拓
本
と
同
様
に
記
述
さ
れ
て
い
る（
８
）。

　
　

　
（
２
）　
狩
野
山
雪
筆
《
蘭
亭
曲
水
図
》

　　

日
本
に
も
十
七
世
紀
初
頭
に
拓
本
《
蘭
亭
画
巻
》
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
京

狩
野
家
二
代
目
当
主
、
狩
野
山
雪
（
一
五
九
〇
～
一
六
五
一
）
に
よ
る
、
画
巻
を
大

き
く
引
き
伸
ば
し
た
よ
う
な
、
四
隻
繋
ぐ
と
長
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
、
八
曲
二

双
屏
風
に
描
か
れ
た
作
品
（
図
3
）
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
鵞
鳥
の
数
や
、
唐

子
の
行
動
・
配
置
か
ら
、山
雪
が
学
習
し
た
の
は
、益
王
拓
本
大
巻
と
推
察
さ
れ
る
が
、

雅
集
参
加
者
の
名
前
や
詩
を
書
い
た
ラ
ベ
ル
は
除
か
れ
て
い
る
。
着
色
金
地
の
本
作

品
は
《
蘭
亭
曲
水
図
》
と
題
し
、
制
作
当
初
か
ら
京
都
山
科
・
随
心
院
に
所
蔵
さ
れ

て
き
た
。
落
款
が
無
い
た
め
、
京
狩
野
家
創
設
者
で
あ
り
、
山
雪
の
義
父
で
も
あ
っ

た
狩
野
山
楽
筆
（
一
五
五
九
～
一
六
三
五
）
と
伝
承
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
四
〇
年

代
、
土
居
次
義
氏
の
様
式
上
の
研
究
に
よ
っ
て
、
山
雪
筆
と
改
め
ら
れ
た（
９
）。

　

随
心
院
本
以
前
に
、
山
雪
は
い
く
つ
か
の
《
蘭
亭
図
》
を
手
が
け
て
い
る
。
江
戸

中
期
、
大
坂
の
文
人
、
林
閬
苑
（
生
没
年
未
詳
）
は
、
建
仁
寺
の
興
雲
庵
に
山
雪
に

よ
る
淡
彩
の《
蘭
亭
図
》が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
を
、『
画
記
』に
記
録
し
て
い
る
。『
都

名
所
図
会
』
は
、
東
本
願
寺
の
書
院
に
も
、
山
雪
の
《
蘭
亭
図
》
が
存
在
し
た
こ
と

図 2　《蘭亭画巻》　益王拓本　朱有燉翻刻 1417年、朱翊 1592年再版

図 2部分　「楊模」  「庾蘊」
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を
著
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
火
事
な
ど
で
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
願
寺
本

に
お
い
て
は
下
絵
が
現
存
し
、
名
前
の
ラ
ベ
ル
や
図
像
等
、
よ
り
拓
本
に
近
い
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　

随
心
院
本
に
お
い
て
、
多
く
の
人
物
の
図
像
を
拓
本
の
そ
れ
ら
と
照
会
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
（【
表
2
】参
照
）、
曲
水
宴
参
加
者
の
う
ち
、「
楊
模
」
と
「
庾
蘊
」
の

図
像
に
は
山
雪
独
自
の
脚
色
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
横
向
き
の
立
ち
姿
で
踊
っ
て
い

る
「
楊
模
」
は
、
同
じ
片
足
ポ
ー
ズ
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
後
姿
に
代
わ
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
唐
子
に
支
え
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
「
庾
蘊
」
は
、
嬉
し
そ

う
に
曲
水
に
乗
り
出
し
、
盃
を
掬
お
う
と
、
腕
を
伸
ば
し
て
い
る
白
髪
の
老
人
の
姿

に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。　

　

山
雪
の
嫡
男
で
後
継
者
で
あ
っ
た
狩
野
永
納
（
一
六
三
一
～
九
七
）
に
よ
っ
て
編

纂
さ
れ
た
日
本
初
の
美
術
史
、『
本
朝
画
史
』
に
も
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
、
典
拠
を

間
違
っ
て
、
写
し
崩
す
こ
と
を
嫌
っ
た
学
究
肌
の
強
い
山
雪
は
、
多
少
の
変
化
を
加

え
な
が
ら
も
、
ほ
ぼ
忠
実
に
拓
本
の
図
像
を
汲
み
取
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
な

ぜ
山
雪
は
、「
楊
模
」
と
「
庾
蘊
」
の
図
像
を
変
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

当
時
、
江
戸
に
移
っ
て
活
躍
し
た
探
幽
や
安
信
率
い
る
狩
野
家
の
主
流
派
か
ら
退

け
ら
れ
、
孤
立
状
態
に
あ
っ
た
京
狩
野
家
当
主
で
あ
っ
た
山
雪
は
、
自
ら
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
（
共
同
体
）
を
地
元
京
都
で
築
き
あ
げ
る
必
要
に
か
ら
れ
て
い
た
。
九
条

幸
家
ら
の
有
力
な
公
家
の
援
助
を
受
け
、
ま
た
、
地
元
文
人
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
入
り

を
す
る
こ
と
が
、
生
き
残
り
の
た
め
に
大
切
な
手
段
で
あ
っ
た
）
（（
（

。
そ
の
た
め
に
山
雪

は
、
こ
の
よ
う
な
「
新
し
い
古
典
的
な
図
像
」
を
作
り
上
げ
て
、
主
流
派
と
対
抗
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
）
（（
（

。

　

ま
た
、
成
立
し
て
間
も
な
い
徳
川
幕
府
に
対
立
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
共
有
し
て

い
た
、
京
狩
野
家
の
支
援
者
た
ち
、
文
化
都
市
京
都
の
公
家
や
文
人
も
、
江
戸
の
勢

力
に
負
け
ま
い
と
、
共
同
体
構
築
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
根
底
に
し
た
視
覚
表
現
を
求
め

て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
画
中
に
必
要
と
さ
れ
る
の
は
継
続

図 3　狩野山雪筆《蘭亭曲水図》金地著色　八曲二双　随心院蔵

図 3部分 図 2部分
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益王拓本 狩野山雪 狩野永納 益王拓本 狩野山雪 狩野永納

1　

魏
滂

   

10　

丘
旄

2　

王
羲
之

   

11　

孫
統

3　

郗
曇

12　

謝
安

4　

桓
偉

   
13　

曹
茂
之

5　

謝
藤

   

14　

任
凝

6　

謝
瑰

   
15　

馬
孫
綽

7　

王
凝
之

   

16　

庾
蘊

8　

庾
友

17　

王
獻
之

9　

王
渙
之

   

18　

楊
摸

【
表
2
】　

益
王
拓
本
、
狩
野
山
雪
・
永
納　

比
較
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―

19　

王
宿
之

   
28　

王
徽
之

20　

虞
説

   
29　

曹
勞
夷

21　

后
綿

30　

徐
豊
之

22　

呂
系

   

31　

華
耆

23　

孔
盛

   

32　

曹
華

24　

密

   
33　

王
蘊
之

25　

王
玄
之

   

34　

卞
迪

26　

王
彬
之

35　

謝
萬

27　

謝
繹

   

36　

呂
本
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さ
れ
て
き
た
高
雅
な
文
化
記
号
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
新
し
く
編
み
出
さ
れ
た
図
像

の
使
用
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
随
心
院
本
の
注
文
主
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
時

の
京
狩
野
家
の
周
辺
や
、
所
蔵
者
と
の
関
係
か
ら
、九
条
家
が
有
力
な
候
補
で
あ
る
）
（（
（

。

お
そ
ら
く
、
山
雪
の
享
受
者
・
注
文
主
が
高
い
教
養
を
持
つ
、
知
識
階
級
者
層
で
あ
っ

た
た
め
、
出
典
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
は
飽
き
た
ら
ず
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
知
的

な
創
造
力
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
随
心
院
本
《
蘭
亭
曲
水
図
》
画
中
の
「
楊
模
」
の
図
像
は
、
ど
こ
か
ら
来

た
の
だ
ろ
う
。
図
4
は
、《
孝
経
図
画
巻
》（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）
の
部
分

で
あ
る
が
、
作
者
は
、《
蘭
亭
画
巻
》
原
本
の
作
者
と
し
て
有
名
な
宋
代
文
人
李
公

麟
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
画
中
に

あ
る
、
後
ろ
向
き
で
、
片
手
片
足
を
上
げ

て
踊
っ
て
い
る
姿
は
、山
雪
が
描
い
た「
楊

模
」
の
図
像
と
近
似
し
て
い
る
。
山
雪
が

こ
れ
に
近
い
粉
本
か
写
し
の
類
を
見
た
可

能
性
も
あ
る
。
ま
た
、リ
チ
ャ
ー
ド
・
バ
ー

ン
ハ
ー
ト
氏
は
、
こ
の
図
像
が
《
二
十
四

孝
図
》
の
「
老
菜
子
」
の
踊
る
姿
と
平
行

す
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
）
（（
（

。　

　

桃
山
画
壇
の
巨
匠
狩
野
永
徳

（
一
五
四
三
～
一
五
九
〇
）
は
、
何
点
も

の
《
二
十
四
孝
図
》（
図
5
）を
描
い
た
。

永
徳
の
父
・
松
栄
も
同
画
題
の
作
品
を
遺

し
て
い
る
し
、
お
そ
ら
く
、
中
国
か
ら
将

来
さ
れ
た
粉
本
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
永
徳
は
繰
り
返
し
、「
老
菜
子
」
が

踊
る
図
像
を
描
い
て
い
る
。
横
向
き
の
像
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37　

華
茂

   

40　

孫
嗣

38　

曹
謹

   
41　

袁
嶠
之

39　

虞
谷

42　

王
豊
之

図 4 伝李公麟筆《孝経図》 Ca. 1085年
 メトロポリタン美術館蔵、部分

図 5　狩野永徳筆《二十四孝図屏風》
 福岡市博物館蔵、部分
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橋
区
立
美
術
館
蔵
、
図
7
）
が
そ
の
例
で

あ
る
。し
か
し
、戸
田
禎
佑
氏
に
よ
る
と
、

桃
山
時
代
ま
で
の
日
本
で
は
、
中
国
の

雅
集
の
う
ち
、《
西
園
雅
集
図
》
や
《
飲

中
八
仙
図
》
の
よ
う
に
特
定
の
人
物
を

描
く
よ
り
も
、《
琴
棋
書
画
図
》
の
よ
う

に
名
前
の
分
か
ら
な
い
文
人
画
題
を
好

む
傾
向
が
あ
り
、
登
場
す
る
人
物
よ
り
も
故
事
を
描
こ
う
と
す
る
態
度
が
あ
っ
た
）
（（
（

。

　
　
　
　
　

　

そ
う
い
っ
た
傾
向
に
反
し
て
、
山
雪
は
《
蘭
亭
図
》
と
い
う
登
場
人
物
を
確
定
で

き
る
画
題
を
選
ん
だ
、
江
戸
初
期
に
は
珍
し
い
例
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
山

雪
は
、
随
心
院
本
の
「
庾
蘊
」
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
酔
っ
払
っ
て
唐
子
に
支
え
ら

れ
て
い
る
図
像
の
か
わ
り
に
、
嬉
し
そ
う
に
盃
を
曲
水
か
ら
掬
い
取
っ
て
い
る
老
人

を
描
い
た
。
飲
酒
し
た
い
の
で
わ
ざ
と
作
詩
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
解
釈
も

可
能
で
あ
る
が
、
調
子
に
乗
っ
て
飲
む
と
、
酔
っ
て
動
け
な
く
な
る
と
い
う
ウ
ィ
ッ

ト
に
富
ん
だ
ユ
ー
モ
ア
が
表
現
さ
れ
て
い
る
）
（（
（

。
同
時
に
、
飲
酒
の
前
後
と
い
っ
た
、

時
間
の
推
移
が
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
屏
風
の
享
受
者
が
、
九
条
家
や
随
心
院

を
中
心
と
す
る
京
都
の
エ
リ
ー
ト
文
化
サ
ー
ク
ル
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
山
雪
は
そ

れ
ら
の
人
々
が
、
明
代
拓
本
の
図
像
を
熟
知
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
こ
の
よ
う

な
脚
色
・
変
容
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
３
）　
狩
野
永
納
筆
《
蘭
亭
曲
水
図
》

　

京
狩
野
三
代
目
当
主
、
永
納
が
描
い
た
著
色
金
地
の
《
蘭
亭
曲
水
図
》（
静
岡
県

立
美
術
館
蔵
、
図
8
）
は
、
父
山
雪
の
屏
風
と
よ
く
比
較
さ
れ
る
。
確
か
に
、
六
曲

一
双
の
屏
風
に
表
現
さ
れ
た
本
作
品
は
、
山
雪
と
同
様
、
明
代
拓
本
《
蘭
亭
画
巻
》
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で
あ
る
た
め
、
明
代
拓
本
の
「
楊
模
」
の
踊
る
姿
に
よ
り
近
接
し
て
い
る
。
弟
子
筋

の
狩
野
山
雪
と
息
子
の
永
納
は
、
自
ら
率
い
る
京
狩
野
家
が
狩
野
派
様
式
の
正
統
な

継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
、著
書
『
本
朝
画
史
』
で
も
強
調
し
た
が
、永
徳
に
よ
る
「
老

菜
子
」
の
図
像
を
、「
楊
模
」
の
図
像
に
置
き
換
え
て
踏
襲
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自

ら
の
文
化
的
権
威
の
承
認
を
図
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。　

　

さ
ら
に
、「
楊
模
」
の
図
像
は
一
六
三
一
年
に
、

山
雪
が
義
父
山
楽
を
補
佐
し
て
携
わ
っ
た
妙
心

寺
天
球
院
の
障
壁
画
《
唐
子
琴
棋
書
画
図
》（
図

6
）
に
も
登
場
し
て
い
る
）
（（
（

。
こ
こ
で
は
、
後
ろ

姿
の
唐
子
が
琴
の
音
に
あ
わ
せ
て
、
片
足
を
上

げ
て
踊
っ
て
い
る
。
随
心
院
本
《
蘭
亭
曲
水
図
》

の
制
作
年
は
、
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
が
、
天

球
院
障
壁
画
と
の
関
連
は
深
い
。
益
王
拓
本
画

中
、
王
羲
之
が
座
す
る
蘭
亭
の
奥
で
火
鉢
の
火

を
調
整
し
て
い
る
唐
子
も
、
随
心
院
本
だ
け
で

は
な
く
、
天
球
院
障
壁
画
に
も
現
れ
る
。
こ
の

仕
事
を
境
に
、
山
雪
は
高
齢
の
山
楽
に
変
わ
っ

て
、
京
狩
野
家
の
主
導
権
を
握
る
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
天
球
院
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

山
雪
の
キ
ャ
リ
ア
上
、
ひ
と
つ
の
大
切
な
節
目

で
あ
っ
た
。　

　

一
方
、
益
王
拓
本
《
蘭
亭
画
巻
》
に
登
場
す

る
「
庾
蘊
」
は
、《
酔
李
白
図
》
と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
中
国
の
文
化
的
な
権
威
を

示
す
図
像
で
表
象
さ
れ
て
い
る
。
唐
の
詩
人
、「
李
白
」
の
画
題
は
「
陶
淵
明
」「
林

和
靖
」「
杜
甫
」
と
も
に
、
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
日
本
で
も
人
気
が
高

か
っ
た
。
十
五
世
紀
に
活
躍
し
た
狩
野
秀
頼
（
生
没
年
未
詳
）
の
《
酔
李
白
図
》（
板

図 6　狩野山雪筆《唐子琴棋書画図》 妙心寺天球院障壁画部分　

図 7 狩野秀頼筆《酔李白図》
 板橋区立美術館蔵、部分
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に
典
拠
を
得
て
い
る
。
し
か
し
、
永
納
自
身
の
工
夫
も
画

中
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
特
筆
す
べ
き
は
、
王

羲
之
の
姿
が
蘭
亭
の
中
か
ら
消
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

も
と
も
と
、亭
内
に
座
っ
て
鵞
鳥
を
眺
め
て
い
る
図
像
は
、

《
王
羲
之
観
鵞
鳥
図
》（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
、
図

9
）
と
い
う
別
の
王
羲
之
に
ま
つ
わ
る
画
題
に
属
す
る
。

鵞
鳥
の
優
雅
な
姿
を
愛
で
た
王
羲
之
は
、
そ
れ
ら
を
観
察

し
な
が
ら
芸
術
的
に
触
発
さ
れ
て
美
し
い
書
体
を
編
み
出

し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
視
覚
化
し
た
画
題
で
あ
る
。

　

拓
本
と
随
心
院
本
に
お
い
て
は
、
鵞
鳥
を
見
て
い
る
場

面
と
、
曲
水
の
岸
に
参
加
者
た
ち
と
一
緒
に
座
っ
て
い
る
場
面
と
、
二
度
に
わ
た
っ

て
王
羲
之
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
十
九
世
紀
に
な
る
と
、
一
人
を
二
度
数

え
る
と
い
う
勘
違
い
を
導
き
、一
八
〇
九
年
刊
行
の
大
原
東
野
に
よ
る
『
名
数
画
譜
』

に
は
、
人
数
が
増
え
て
「
蘭
亭
四
十
三
賢
図
」
と
誤
記
さ
れ
る
結
果
も
招
い
た
）
（（
（

。
そ

れ
に
対
し
て
、
永
納
は
岸
に
座
っ
て
い
る
王
羲
之
の
み
を
描
い
た
が
、
そ
れ
が
王
羲

之
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
鵞
鳥
を
抱
え
て
彼
の
前
に
立
ち
、
そ
れ
を

見
せ
て
い
る
唐
子
の
姿
を
描
き
加
え
た
（
表
2
、
王
羲
之
参
照
）。

　

滝
や
洞
窟
の
形
状
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
静

岡
県
美
本
が
よ
り
拓
本
に
忠
実
で
あ
る
と
い
う
意
見
も

あ
る
が
、
表
2
で
顕
著
な
よ
う
に
、
描
か
れ
て
い
る
人

物
の
図
像
は
随
心
院
本
よ
り
も
照
会
し
づ
ら
い
場
合
が

多
い
。「
楊
模
」
に
お
い
て
は
、
横
向
き
で
拓
本
の
と

お
り
で
あ
る
が
、
拓
本
と
随
心
院
本
で
は
、「
楊
模
」

以
外
は
参
加
者
全
員
が
座
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
静
岡

県
美
本
に
お
い
て
は
「
王
凝
之
」「
謝
安
」「
庾
蘊
」「
呂

本
」「
虞
谷
」「
袁
嶠
之
」「
王
豊
之
」
の
七
人
が
「
楊
模
」

に
加
え
て
、立
ち
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。「
庾
蘊
」に
至
っ

て
は
、
立
ち
上
が
っ
て
、
な
お
、
唐
子
に
支
え
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、「
王
彬
之
」「
謝
繹
」「
謝
萬
」
ら
は
、

寝
そ
べ
っ
た
姿
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

人
物
は
、
衣
装
や
配
置
に
よ
っ
て
、
お
お
よ
そ
の
見
当

は
つ
く
が
、
は
っ
き
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確

認
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
永
納
が
、

拓
本
へ
の
知
的
な
理
解
を
表
現
す
る
と
同
時
に
、
山
雪

よ
り
も
さ
ら
に
、工
夫
を
凝
ら
し
て
、興
味
深
い
イ
メ
ー

ジ
の
構
築
に
努
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
静
岡
県
美
本
と
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
制
作

さ
れ
た
、
未
だ
不
確
定
で
は
あ
る
が
、
同
じ
永
納
の
筆

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
旧
三
井
寺
障
壁
画
の
《
蘭

亭
図
》（
現
在
、
原
美
術
館
蔵
、
図
10
）
に
は
、
さ
ら

に
興
味
深
い
図
像
が
多
く
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
。
洞
窟
や
「
楊
模
」「
庾
蘊
」「
謝
藤
」
の
図
像

は
、
明
代
拓
本
に
即
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
問
題
は

 
	

《
蘭
亭
図
》
の
図
像
解
釈
学 

―「
楊
模
」と「
庾
蘊
」の
イ
メ
ー
ジ
を
中
心
に
―

図 8　狩野永納筆　《蘭亭曲水図》　静岡県立美術館蔵

図 9　錢選筆　《王羲之観鵝図巻》
 メトロポリタン美術館蔵、部分

図10　狩野派　《蘭亭図》　三井寺旧日光院客殿　原美術館蔵
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文
人
と
唐
子
の
横
に
描
か
れ
て
い
る
鶴
で
あ
る
。
勿
論
『
蘭
亭
序
』
の
テ
ク
ス
ト
や
、

明
代
拓
本
に
は
鶴
は
登
場
し
な
い
。
し
か
し
、
鶴
は
元
来
、
吉
祥
の
記
号
と
し
て
、

中
国
と
日
本
の
絵
画
テ
ー
マ
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
鶴
が
《
蘭
亭
図
》
の
画
中
に

描
か
れ
る
中
国
絵
画
の
例
と
し
て
、
仇
英

（
一
四
九
四
～
一
五
二
二
、
故
宮
博
物
院
蔵
）

が
扇
面
に
描
い
た
作
品
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

鶴
は
牧
谿
や
永
徳
、
長
谷
川
等
伯
に
遡

る
、
大
家
と
呼
ば
れ
る
絵
師
た
ち
に
よ
っ

て
描
か
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
も
永
納
は
、

文
化
的
な
権
威
を
強
調
す
る
た
め
に
、
古

典
的
な
図
像
の
継
承
を
正
当
化
し
よ
う
と

努
め
た
。
ま
た
、
図
11
の
鶴
は
、『
探
幽
縮

図
』
に
書
き
留
め
ら
れ
た
膨
大
な
資
料
の

う
ち
、「
林
和
靖
」
を
示
し
て
い
る
が
、
永

納
は
こ
れ
を
学
習
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
京
狩
野
家
に
伝
わ
る
拓
本
《
蘭
亭

画
巻
》
の
図
像
を
維
持
し
つ
つ
、
同
時
に

江
戸
狩
野
の
図
像
を
取
り
入
れ
、
調
和
を
図
ろ
う
と
し
た
工
夫
が
窺
え
る
。
山
下
善

也
氏
は
、
静
岡
県
美
本
《
蘭
亭
曲
水
図
》
に
お
い
て
、
永
納
が
父
山
雪
の
濃
密
な
色

彩
と
形
態
感
覚
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
、
江
戸
狩
野
の
画
風
に
顕
著
な
余
白
を
意
識

し
た
構
図
を
取
り
入
れ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
（（
（

。
そ
の
こ
と
か
ら
も
、
厳
し
い

政
治
状
況
の
中
で
、
生
き
残
り
の
手
段
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
図
像
の
混
在
を
導
い

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
気
に
な
る
の
は
、
足
を
水
に
つ
け
て
い
る
姿
、
ま
た
は
、
黒
頭
巾
を
か

ぶ
っ
て
机
に
向
か
う
人
物
と
、
岩
に
む
か
っ
て
腕
を
あ
げ
て
い
る
図
像
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
、
明
代
拓
本
に
も
、
山
雪
の
屏
風
に
も
登
場
し
な
い
が
、
永
納
が
新
た
に
創

り
出
し
た
も
の
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
後
述
す
る
が
、
こ
こ
に
は
、
別
の
中
国
文

人
雅
集
画
題
の
図
像
が
混
ざ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。こ
れ
ら
特
定
の
図
像
の
混
在
は
、

十
八
世
紀
以
降
の
文
人
画
《
蘭
亭
図
》
画
中
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、

旧
三
井
寺
本
は
そ
の
魁
と
も
い
え
る
。

　
　
　
２　
文
人
画
家
に
よ
る
《
蘭
亭
図
》
再
構
築

　
（
１
）　
祇
園
南
海
の
テ
ク
ス
ト

　

永
納
が
活
躍
し
た
時
代
か
ら
、
半
世
紀
後
、《
蘭
亭
図
》
と
い
う
「
新
し
い
古
典
」

の
再
構
築
を
提
案
し
た
の
は
、
紀
州
藩
の
儒
学
者
・
漢
詩
人
で
あ
っ
た
祇
園
南
海

（
一
六
七
七
～
一
七
五
一
）
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
南
海
は
、
柳
沢
淇
園
や
彭
城
百
川

ら
と
共
に
、
日
本
文
人
画
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
。
幼
い
頃
か
ら
儒
者
と
し
て
、
才
能

を
発
揮
し
た
が
、
二
十
二
才
の
と
き
、
紀
州
藩
医
で
あ
っ
た
父
親
が
死
亡
し
、
不
行

跡
・
放
蕩
無
頼
を
理
由
と
し
て
、
財
産
を
没
収
さ
れ
、
藩
か
ら
追
放
さ
れ
る
と
い
う

経
験
を
持
つ
。
後
に
許
さ
れ
て
元
の
知
行
に
戻
れ
た
が
、
幕
藩
体
制
に
対
し
て
憤
り

を
感
じ
た
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
環
境
で
、
新
し
い
《
蘭
亭
図
》
制
作
を
通
じ
て
、
自
ら
の
理
想
的
な
文

人
共
同
体
結
成
を
夢
み
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
南
海
が
《
蘭
亭
図
》
を
描
い
た

記
録
は
な
い
が
、
著
書
『
湘
雲
瓚
語
』
の
中
で
、
当
時
普
及
が
進
ん
で
い
た
、
明
代

拓
本
を
批
判
し
、
自
分
が
抱
い
て
い
る
理
想
の
《
蘭
亭
図
》
を
記
述
し
た
。

祇
園
南
海
『
湘
雲
瓚
語
』

世
有
蘭
亭
序
図
。
其
製
甚
俗
。
且
板
刻
無
趣
。
余
将
暇
日
新
製
一
図
而
未
果
。
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図 10　部分図 11 「林和靖」《探幽縮図》
 京都国立博物館蔵、部分
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（
略
）舊
圖
会
者
四
十
二
人
。各
坐
一
席
。鱗
次
両
涯
。亦
具
筆
硯
。各
一
楮
一
巻
。

或
弄
筆
曳
楮
。
呻
吟
黙
坐
。
有
苦
吟
之
態
。
独
頴
川
庚

。
童
子
扶
起
。
有
酩

酊
之
趣
。
参
軍
楊
模
。
起
席
隔
水
。（
略
）
今
所
改
換
作
。
四
十
有
二
人
。
或

三
五
逍
遙
緩
歩
。
凭
肩
携
手
。
以
弄
花
看
竹
。
或
六
七
歓
呼
謔
談
。
揮
麈
揺
扇
。

展
足
抱
膝
。
機
鋒
森
森
咲
語
之
状
。
或
臨
水
引
觴
。
或
凭
樹
観
望
。
或
籍
芳

艸
而
坐
。
臨
清
流
而
釣
。
有
勧
酒
者
。
有
困
而
辞
者
。
有
傍
観
者
。
有
酩
酊

扶
起
者
。（
略
）行
参
軍
王
豊
之
。
此
像
可
画
濯
足
状
。

（
書
き
下
し
文
）　

世
に
蘭
亭
の
序
の
図
有
り
。其
の
製
甚
だ
俗
也
り
。且
つ
板
刻
に
し
て
趣
無
し
。

余
将
に
暇
日
新
た
に
一
図
を
製
ら
ん
と
す
れ
ど
未
だ
果
た
さ
ず
。（
略
）旧
図

は
会
す
る
者
四
十
二
人
。
各
一
席
に
坐
し
、
両
涯
に
鱗
次
す
。
亦
筆
硯
を
具

し
、
各
一
楮
一
巻
。
或
ひ
は
筆
を
弄
び
楮
を
曳
き
、
呻
吟
黙
坐
、
苦
吟
の
態

有
り
。
独
り
頴
川
庚

の
み
、
童
子
扶
け
起
こ
す
。
酩
酊
の
趣
有
り
。
参
軍
楊

模
、
席
を
起
ち
、
水
を
隔
つ
。（
略
）今
改
換
し
て
作
る
所
、
四
十
有
二
人
、
或

ひ
は
三
五
逍
遙
緩
歩
し
、
肩
に
凭
れ
手
を
携
へ
、
以
て
花
を
弄
び
竹
を
看
る
。

或
ひ
は
六
七
歓
呼
謔
談
し
、
麈
を
揮
ひ
扇
を
揺
ら
し
、
足
を
展
し
膝
を
抱
く
。

機
鋒
森
森
、
咲
語
の
状
な
り
。
或
ひ
は
水
に
臨
み
觴
を
引
く
。
或
ひ
は
樹
に
凭

れ
観
望
す
。
或
ひ
は
芳
艸
を
籍
み
て
坐
し
、
清
流
に
臨
み
て
釣
る
。
酒
を
勧
む

る
者
有
り
。
困
し
み
て
辞
す
者
有
り
。
傍
観
す
る
者
有
り
。
酩
酊
し
扶
け
起

こ
さ
る
る
者
有
り
。 （
略
）
行
参
軍
王
豊
之
。
此
の
像
は
足
を
濯
ふ
状
に
画
く

べ
し
）
（（
（

。

　

要
約
す
る
と
、
明
代
拓
本
は
甚
だ
俗
で
趣
が
な
く
、
参
加
者
は
み
な
作
詩
に
苦
し

ん
で
、
宴
会
を
楽
し
ん
で
い
な
い
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
酩
酊
し
て
唐
子
に
助

け
ら
れ
て
い
る
「
庚
蘊
」
と
、
立
ち
上
が
っ
て
踊
っ
て
い
る
「
楊
模
」
だ
け
に
特
別

の
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
来
学
者
で
あ
っ
た
南
海
は
、「
楊
模
」

と
「
庚
蘊
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
託
さ
れ
て
い
る
、
継
続
さ
れ
て
き
た
文
化
的
権
威
を
表

す
記
号
を
読
み
解
い
た
に
違
い
な
い
。
続
い
て
、
雅
集
を
楽
し
ん
で
い
る
自
分
の
理

想
の
文
人
た
ち
の
姿
を
羅
列
す
る
。
四
十
二
人
の
う
ち
、
辺
り
を
散
策
し
た
り
、
歓

談
し
た
り
。
そ
こ
に
、「
庚
蘊
」
の
よ
う
に
、
酩
酊
し
て
助
け
ら
れ
る
姿
を
も
う
一

人
加
え
た
。
締
め
く
く
り
に
、
足
を
水
に
浸
け
て
い
る
「
王
豊
之
」
を
登
場
さ
せ
て

い
る
。
南
海
の
テ
ク
ス
ト
は
、
日
本
文
人
画
の
大
成
者
、
池
大
雅
（
一
七
二
三
～

一
七
七
六
）
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　
（
２
）　
池
大
雅
筆
《
蘭
亭
修
禊
図
》

　

田
中
豊
蔵
氏
を
は
じ
め
と
し
、
多
く
の
研
究
者
た
ち
は
、
池
大
雅
筆
《
蘭
亭
修
禊

図
》
が
、
南
海
の
心
的
イ
メ
ー
ジ
を
具
象
化
さ
せ
、
か
つ
、
言
語
的
テ
ク
ス
ト
を
視

覚
化
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
）
（（
（

。
一
七
五
四
年
、
祇
園
社
に
奉
納
す
る
た

め
に
、
大
雅
が
依
頼
を
受
け
て
描
い
た
絵
馬
が
、
そ
の
三
年
前
に
描
か
れ
た
草
稿
と

共
に
、
日
本
文
人
画
家
に
よ
る
最
初
の

《
蘭
亭
図
》
で
あ
ろ
う
）
（（
（

。
絵
馬
は
剥
落

が
激
し
い
が
、
幸
い
、
一
八
一
九
年
に

刊
行
さ
れ
た
『
扁
額
軌
範
』
の
縮
図
（
図

12
）
に
、
絵
馬
の
図
像
が
写
さ
れ
て
い

る
）
（（
（

。
全
図
が
描
か
れ
て
い
る
次
の
頁
に

は
蘭
亭
修
禊
参
加
者
の
図
像
が
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
苦
吟
し
て
い
る

者
は
一
人
も
お
ら
ず
、
和
気
藹
々
と
楽

し
そ
う
に
修
禊
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子

が
描
か
れ
て
い
る
。
前
向
き
の
立
ち
姿

で
、
両
手
を
上
げ
て
踊
っ
て
い
る
の
は
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図12 合川珉和、北川春成「祇園蘭亭」『扁額軌範』
 文政 2 （1819）年
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《
蘭
亭
図
》
の
図
像
解
釈
学 

―「
楊
模
」と「
庾
蘊
」の
イ
メ
ー
ジ
を
中
心
に
―

「
楊
模
」
の
図
像
で
あ
ろ
う
か
。
片
足
が
上
が
っ
て
い
な
い
の
で
、
明
代
拓
本
か
ら

の
出
典
を
確
定
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
踊
り
の
ポ
ー
ズ
は
、
室
町
時
代
の
啓
孫

筆
《
竹
林
七
賢
図
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
雪
村
筆
の
同
画
題
（
畠
山
記
念
館
蔵
）

の
ポ
ー
ズ
に
近
い
。
酔
っ
て
助
け
起
こ
さ
れ
て
い
る
「
庾
蘊
」
の
姿
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
の
か
わ
り
に
、
崖
に
向
か
っ
て
筆
で
題
書
し
て
い
る
人
物
と
、
阮
と
思
わ
れ
る
弦

楽
器
を
弾
い
て
い
る
人
物
の
図
像
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
、《
西
園
雅
集
図
》
と
い
う
別
の
画
題
の
登
場
人
物
の
典
型
的
な
図
像

で
あ
る
。
崖
に
題
書
し
て
い
る
の
は
「
米
芾
」、
阮
を
弾
い
て
い
る
の
は
「
陳
景
元
」

と
い
う
ふ
う
に
、
人
物
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
他
に
も
、
机
に
向
か
っ

て
い
る
の
が
「
蘇
軾
」、そ
れ
を
見
て
い
る
主
催
者
の
「
王
詵
」、《
陶
淵
明
帰
去
来
図
》

を
描
い
て
い
る
は
ず
の
「
李
公
麟
」
に
、『
無
生
論
』
を
説
教
中
の
「
円
通
大
師
」、

芭
蕉
扇
を
持
っ
て
い
る
「
黄
庭
賢
」
と
、
図
像
が
視
覚
言
語
と
し
て
人
物
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
表
す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
《
西
園
雅
集
図
》
に
は
、
明
代
に
捏
造
さ
れ
た
『
西
園
雅
集
図
記
』
と
い
う
テ
ク

ス
ト
が
あ
る
が
、
伝
説
に
よ
る
と
、『
図
記
』
は
米
芾
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
集
ま
っ
た
十
六
人
は
十
一
世
紀
北
宋
に
活
躍
し
た
実
在
の
文
人
た
ち

で
あ
る
が
、
既
に
エ
レ
ン
・
ラ
イ
ン
氏
、
福
本
雅
一
氏
や
板
倉
聖
哲
氏
ら
の
詳
細
な

研
究
の
結
果
、
西
園
雅
集
は
架
空
の
集
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
）
（（
（

。
雅

集
の
史
実
性
は
さ
て
お
き
、な
ぜ
、大
雅
は
、《
西
園
雅
集
図
》
の
図
像
を
《
蘭
亭
図
》

に
取
り
混
ぜ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

大
雅
に
は
、
古
法
帖
の
蒐
集
家
で
、
王
羲
之
を
愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
韓
天
寿
や
、

金
石
碑
文
に
詳
し
く
、
日
本
の
篆
刻
史
上
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
高
芙
蓉
と
い
う
親

友
が
い
た
）
（（
（

。
彼
ら
と
交
わ
り
、
当
時
の
書
に
お
け
る
唐
様
流
行
の
先
頭
を
切
っ
て
い

た
た
め
、
大
雅
は
、『
蘭
亭
序
』
に
つ
い
て
の
知
識
・
情
報
は
豊
富
な
は
ず
で
あ
っ
た
。

大
雅
自
身
も
、
書
家
と
し
て
有
名
で
あ
る
し
、
ま
た
、
混
沌
詩
社
と
い
う
毎
月
十
五

日
に
大
坂
で
集
会
し
て
い
た
漢
詩
結
社
に
も
所
属
し
て
い
た
の
で
、『
蘭
亭
序
』や『
西

園
雅
集
図
記
』
の
内
容
を
知
ら
な
い
わ
け
が
な
い
。　

　

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
大
雅
や
皆
川
淇
園
ら
と
親
し
く
交
際
し
て
い
た
柴
野
栗
山

は
、『
栗
山
文
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
跋
南
部
源
太
夫
所
蔵
池
大
雅
修
禊
図
」

と
い
う
一
文
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
感
想
を
述
べ
て
い
る
）
（（
（

。

柴
野
栗
山　
『
栗
山
文
集
』  

卷
五

「
跋
南
部
源
大
夫
所
蔵
池
大
雅
脩
禊
図
」

南
部
永
根
元
鼎
、
袖
其
源
大
夫
博
夫
所
蔵
池
大
雅
脩
禊
図
、
来
就
彦
審
定
。

彦
固
昧
画
法
。
安
得
而
定
其
真
贋
焉
。
然
其
摘
阮
横
琴
人
物
、
位
置
於
李
伯

時
舊
図
外
、
別
出
機
軸
。

意
匠
所
至
、韻
度
超
逸
、有
非
大
雅
則
不
能
辨
者
矣
。
獨
至
于
坐
右
軍
於
亭
上
、

則
仍
不
能
李
図
脱
圏
套
者
何
哉
。
戯
立
此
難
以
叩
大
雅
於
九
源
）
（（
（

。

　

こ
こ
で
栗
山
は
、
大
雅
の
《
蘭
亭
修
禊
図
》
に
は
、
阮
や
琴
を
演
奏
し
て
い
る
人

物
が
登
場
し
、
こ
れ
が
当
時
普
及
し
て
い
た
李
公
麟
の
図
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
栗
山
が
そ
の
図
像
を
『
蘭
亭
序
』
テ
ク

ス
ト
に
反
し
た
も
の
と
批
判
す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
こ
の
よ
う
な
図
像
の
混
在
を
、

大
雅
の
豊
か
な
想
像
力
の
表
れ
で
あ
る
と
、
肯
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
栗

山
は
、皆
川
淇
園
が
《
蘭
亭
図
》
の
多
く
が
李
公
麟
の
規
範
に
縛
ら
れ
て
い
て
、「
俗
」

で
あ
る
と
嘆
き
、
そ
の
意
見
が
南
海
の
『
湘
雲
瓚
語
』
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
表
明
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
大
雅
は
多
数
の
《
蘭
亭
図
》
を
様
々
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
描
い
た
。
六

曲
一
双
屏
風
・
紙
本
淡
彩
の
バ
ー
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
《
蘭
亭
図
》（
一
七
六
〇

年
前
後
、
図
13
）
は
、《
秋
社
酔
歸
図
》
と
対
に
な
っ
て
い
る
が
、《
蘭
亭
図
》
の
み

に
、「
米
芾
」
と
「
陳
景
元
」
の
図
像
が
見
ら
れ
る
。
香
雪
美
術
館
本
（
図
14
）
で
は
、
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《
蘭
亭
図
》
の
図
像
解
釈
学 

―「
楊
模
」と「
庾
蘊
」の
イ
メ
ー
ジ
を
中
心
に
―

六
曲
一
双
の
《
蘭
亭
図
》
と
《
西
園
雅
集
図
》
が
対
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
両
隻
に

題
書
し
て
い
る「
米
芾
」と
阮
を
奏
で
る「
陳
景
元
」ら
し
き
図
像
が
含
ま
れ
て
い
る
。

《
西
園
雅
集
図
》
の
図
像
は
、
ほ
ぼ
問
題
な
く
そ
の
叙
述
テ
ク
ス
ト
、『
図
記
』
を
忠

実
に
視
覚
化
し
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
、《
蘭
亭
図
》
は
、
画
中
の
曲
水
に
盃
が

浮
か
び
流
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
画
題
は
判
明
す
る
が
、
テ
ク
ス
ト
に
反
し
、
岩
陰
で

阮
を
弾
い
て
い
る
人
物
だ
け
で
は
な
く
、
琴
を
奏
で
て
い
る
者
さ
え
登
場
す
る
。

　

こ
こ
で
、
は
じ
め
に
確
認
し
た
、『
蘭
亭
序
』
の
内
容
に
つ
い
て
再
度
ふ
れ
た
い
。

『
蘭
亭
序
』
に
は
、「
糸
竹
管
弦
の
盛
無
し
と
雖
も
」
と
あ
り
、
要
す
る
に
、「
管
楽

器
や
弦
楽
器
の
華
や
か
さ
は
な
く
て
も
」 

と
雅
会
に
楽
器
が
持
ち
込
ま
れ
な
か
っ
た

こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、大
雅
に
と
っ

て
、
繰
り
返
し
、
弦
楽
器
の
演
奏
者
を
《
蘭
亭
図
》

に
描
く
意
味
は
一
体
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

阮
と
琴
の
合
奏
を
表
す
図
像
は
、《
西
園
雅
集
図
》

の
ほ
か
、《
竹
林
七
賢
》（
図
15
）の
画
題
に
も
当
て

は
ま
る
。
楽
器
の
名
称
自
体
、《
竹
林
七
賢
》
で
阮

咸
を
弾
く
「
阮
咸
」か
ら
き
て
い
る
の
だ
。《
竹
林

七
賢
》
と
は
三
世
紀
、
中
国
魏
晋
両
朝
の
交
替
期
、

動
乱
を
避
け
て
竹
林
に
集
ま
り
、
俗
世
の
事
を
忘

れ
清
談
に
ふ
け
っ
た
、
高
雅
な
隠
遁
の
文
人
七
人

で
あ
る
が
、そ
こ
へ
漢
代
の
隠
士
で
琴
を
弾
く
「
栄

啓
期
」
を
加
え
た
八
人
の
坐
像
図
が
存
在
す
る
。

弦
楽
器
の
演
奏
者
た
ち
の
図
像
を
《
蘭
亭
図
》
に

取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、《
竹
林
七
賢
》
の
思

想
や
政
治
的
意
味
を
も
、
導
入
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
図
16
は
三
熊
花
填
に
よ
る
『
近
世
畸

人
伝
』
の
挿
絵
で
あ
る
が
、
三
味
線
と
琴
の
音
を

図13　池大雅筆　《蘭亭修禊図》　バーク・コレクション

図 14　池大雅筆　《西園雅集図》　右隻　《蘭亭修禊図》　左隻　香雪美術館蔵

図 14　「米芾、王欽臣」「陳景元、秦観」　右隻部分 左隻部分

図 15　竹林七賢 東晋 磚画 南京博物院蔵
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合
わ
せ
て
い
る
大
雅
と
妻
玉

蘭
を
描
い
て
い
る
）
（（
（

。
そ
し
て
、

明
治
の
富
岡
鉄
斎
も
大
雅
と

玉
蘭
を
弦
楽
器
と
共
に
表
現

し
て
い
る
。
阮
と
三
味
線
で

は
、
弦
の
数
や
細
か
な
点
に

違
い
が
あ
る
が
、
近
接
し
た

形
状
の
楽
器
と
い
え
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
大
雅
は
《
蘭

亭
図
》
の
中
に
自
身
と
玉
蘭

の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
合
わ
せ

て
、
再
構
築
し
た
の
で
あ
ろ

う
と
、
解
釈
で
き
る
。

　
《
龍
山
勝
会
図
》
と
対
に

な
っ
て
い
る
、
静
岡
県
立
美

術
館
本
《
蘭
亭
図
》（
図
17
）

は
、
絵
馬
の《
蘭
亭
図
》
か

ら
ほ
ぼ
十
年
後
、
宝
暦
十
三

（
一
七
六
四
）
年
に
、
四
十
一

歳
の
大
雅
が
描
い
た
成
熟
し

た
作
品
で
あ
る
。
構
図
の
バ

ラ
ン
ス
の
良
さ
や
、
カ
ラ
リ

ス
ト
と
し
て
の
技
術
面
の
向

上
だ
け
で
は
な
く
、
大
雅
の

内
面
の
充
実
を
も
表
し
て
い

る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
祇
園

南
海
『
湘
雲
瓚
語
』
に
反
映
し
て
い
る
文
人
雅
会
の
理
想
が
、
高
い
レ
ベ
ル
で
理
解

さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
視
覚
化
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
南
海
が
記
述
し
た
よ

う
に
、
大
雅
は
明
代
拓
本
の
「
庾
蘊
」
と
そ
れ
に
近
似
し
た
、
泥
酔
し
て
唐
子
に
寄

り
か
か
っ
て
い
る
人
物
を
二
人
描
い
た
。
足
を
水
に
つ
け
て
い
る
「
王
豊
之
」
も
、

南
海
の
テ
ク
ス
ト
通
り
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
本
作
品
に
も
岩
に
題
書
す
る
「
米
芾
」
と
、
琴
に
凭
れ
て
い
る

文
人
の
隣
で
阮
を
弾
く
「
陳
景
元
」
の
図
像
が
結
集
し
て
い
る
。
も
し
、大
雅
に
と
っ

て
、《
蘭
亭
図
》
が
彼
自
身
と
彼
の
周
辺
の
人
々
を
描
く
集
団
肖
像
画
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
蘭
亭
故
事
に
登
場
す
る
人
物
以
外
を
描
い
て
も
問
題
は
な
い
。《
竹
林
七
賢
》

や
《
西
園
雅
集
》
の
登
場
人
物
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
、
イ
メ
ー
ジ
の
文

化
的
・
社
会
的
価
値
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
。
と
同
時
に
、
故
事
に
と
ら
わ
れ
ず
、

文
人
の
雅
集
、
す
な
わ
ち
、
自
ら
が
属
す
る
共
同
体
を
強
調
す
る
方
向
へ
の
展
開
を

示
す
。

　

こ
れ
だ
け
数
多
く
の
同
じ
図
像
を
含
ん
だ
、
同
じ
画
題
の
絵
が
求
め
ら
れ
る
と
い

う
理
由
と
し
て
、
大
雅
の
職
業
画
家
と
し
て
の
絶
大
な
人
気
と
と
も
に
、
自
分
達
の

イ
メ
ー
ジ
を
中
国
の
高
雅
な
文
人
と
し
て
再
構
築
し
た
い
と
い
う
注
文
主
・
享
受
者

た
ち
の
願
望
が
、
近
世
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
こ
う
し
た
傾
向
を
裏
づ
け
す
る
言
語
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
大
雅
自
身
に
よ
っ
て

詠
ま
れ
た
漢
詩
が
遺
っ
て
い
る
。

池
大
雅
漢
詩

永
和
三
日
會
群
賢

流
水
桃
花
幾
入
篇

夙
夜
丹
青
大
年
録

二
公
妙
蹟
壓
當
年

（
書
き
下
し
文
）

図16
　三熊花填筆『近世畸人伝』
　挿絵　1790年

図17
　池大雅筆　《蘭亭修禊図》　1763年
　静岡県立美術館蔵

図17　部分
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永
和
三
日　

群
賢
を
会
し

流
水　

桃
花　

幾
か
篇
に
入
る

夙
夜
の
丹
青　

大
年
の
録

二
公
の
妙
蹟　

当
年
を
圧
す

（
現
代
語
訳
）

永
和
三
日
に
群
賢
が
集
会
し
て
、
流
水
桃
花
を
詠
み
、
或
い
は
画
い
た
作
品
が

残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
夙
夜
が
画
き
大
年
（
韓
天
寿
）
が
賛
を
し
た
こ
の
妙

蹟
は
、
そ
の
時
の
も
の
に
も
勝
る
で
は
な
い
か
）
（（
（

。

　

こ
の
漢
詩
で
大
雅
は
、
大
雅
堂
二
世
を
継
ぐ
愛
弟
子
、
青
木
夙
夜
の
絵
と
、
そ
の

従
兄
弟
で
、
大
雅
の
親
友
で
も
あ
る
青
木
大
年
、（
別
名
韓
天
寿
）
の
賛
が
、
蘭
亭

修
禊
参
加
者
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
、
絶
賛
し
て
い
る
。
自
分
達
の
共
同
体
の
心
的

イ
メ
ー
ジ
を
、言
語
イ
メ
ー
ジ
で
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、こ
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
描
か
れ
た
《
蘭
亭
図
》
の
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
と
完
全
に
一
致
す
る
。

　　
（
３
）　
大
雅
以
降
の
図
像
の
混
在

　

数
年
後
、
一
七
六
六
年
、
与
謝
蕪
村
も
《
蘭
亭
曲
水
図
》
と
題
し
た
屏
風
を
描
い

て
い
る
。
本
図
の《
蘭
亭
修
禊
》と《
西
園
雅
集
》の
図
像
が
混
ざ
る
問
題
は
、ジ
ェ
ー

ム
ス
・
ケ
ー
ヒ
ル
氏
が
、「
彭
城
百
川
の
絵
画
様
式
」
で
「
間
違
っ
た
中
国
の
ア
イ

コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」と
し
て
触
れ
た
の
を
筆
頭
と
し
て
、小
林
優
子
氏
は
、本
図
は《
蘭

亭
》
と
《
西
園
雅
集
》
を
左
右
に
描
き
分
け
た
の
で
は
な
く
、一
双
全
体
と
し
て
《
西

園
雅
集
》
の
構
成
を
基
本
と
し
、
流
觴
と
い
う
《
蘭
亭
》
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
加
え
た

と
説
明
し
て
い
る
）
（（
（

。
さ
ら
に
、
近
年
で
は
、
星
野
鈴
氏
が
大
雅
の
二
つ
の
主
題
が
混

ざ
る
問
題
を
解
く
鍵
が
『
鏡
湖
遊
覧
誌
』
と
い
う
版
本
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
指

摘
し
て
い
て
興
味
深
い
）
（（
（

。　
　

　

従
来
、「
中
国
で
《
西
園
雅
集
》
と
《
蘭

亭
修
禊
》
の
図
像
が
混
同
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
得
な
い
」
と
も
語
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
ケ
ー
ヒ
ル
氏
は
、
商
業
用
に

描
か
れ
た
無
名
の
中
国
人
画
家
に
よ
る

作
品
の
中
に
は
、
図
像
の
煩
雑
な
例
が

し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
）
（（
（

。
ま
た
、
同
氏
は
、
ハ
イ
・
ク
ラ
ス

の
作
品
に
限
っ
て
図
像
が
混
ざ
る
ケ
ー

ス
が
少
な
く
な
る
、
と
も
言
及
し
て
い

る
が
、
そ
れ
は
樊
沂
（
活
躍
一
六
五
八

～
一
六
七
一
）に
よ
る《
蘭
亭
画
巻
》（
図

18
）
の
よ
う
な
作
品
を
指
す
の
で
あ
ろ

う
。
現
在
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館

所
蔵
の
本
画
巻
は
、
一
六
七
一
年
に
制

作
さ
れ
、
黄
檗
僧
に
よ
っ
て
日
本
に
伝

わ
っ
た
《
蘭
亭
図
》
で
、
黄
檗
山
万
福

寺
に
当
時
所
蔵
さ
れ
て
い
た
）
（（
（

。
こ
の《
蘭

亭
図
》
の
構
図
は
、
橋
か
ら
始
ま
り
蘭

亭
で
終
わ
る
と
い
う
、
拓
本
に
基
づ
い

た
約
束
事
の
逆
で
あ
る
。
し
か
し
、
図

像
に
関
し
て
は
、
別
の
画
題
か
ら
の
混

入
の
問
題
が
見
ら
れ
な
い
。

　

別
の
例
と
し
て
、
中
山
高
陽
の
《
蘭

亭
図
卷
》
に
問
題
が
な
い
の
は
文
徴
明

を
写
し
た
か
ら
だ
、
と
い
う
論
も
あ
る

図 18　樊沂筆《蘭亭画巻》　1671年　クリーブランド美術館蔵　Fan Yi (Chinese)Purification at the Orchid Pavilion, 1671. Handscroll, ink and color on silk; 28.1 
x 392.8 cm. The Cleveland Museum of Art. Gift of Mrs. Wai-kam Ho and the Womens Council of The Cleveland Museum of Art 1977.47
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が
、
図
19
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
遼
寧
省
博
物
館
蔵
の
文
徴
明
《
蘭
亭
図
卷
》
に
は
、

《
西
園
雅
集
図
》
の
「
陳
景
元
」
を
思
わ
せ
る
、
阮
を
弾
い
て
い
る
文
人
が
含
ま
れ

て
い
る
。
巻
末
に
は
、橋
の
上
で
立
ち
姿
の
文
人
が
滝
を
見
て
い
る
、《
李
白
観
瀑
図
》

の
図
像
も
介
入
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
に
も
、「
李
在
」
の
落
款
が
あ
る
作
品
（
図
20
）
を
は
じ
め
と
し
、
中
国

で
既
に
図
像
が
混
ざ
っ
て
い
る
例
が
か
な
り
あ
る
こ
と
も
確
認
し
た
。本
作
品
に
は
、

《
西
園
雅
集
》
の
米
芾
や
蘇
軾
の
図
像
の
ほ
か
に
、唐
代
の
故
事
で
あ
る
《
帰
去
来
図
》

に
お
け
る
陶
淵
明
の
図
像
（
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
蔵
、
図
21
）
も
混
在
し
て
い
る
。
本

作
品
は
、
い
わ
ゆ
る
無
名
の
作
家
に
よ
る
商
業
用
作
品
の
例
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
本
作
品
が
十
六
世
紀
末
明
代
に
描
か
れ
、
こ
の
よ
う
な
図
像

の
混
在
が
す
で
に
当
時
の
画
壇
や
市
場
に
流
通
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
木
版
の
刊
行
物
に
も
、
図
像
の
混
乱
は
確
認
で
き
る
。
図
22
は
日
本
で

図 19　文徴明筆《蘭亭修禊図》　1621年　遼寧省博物館蔵

図 20　落款李在《蘭亭図》　16世紀後半

図 20　部分 図 21 陳洪綬筆　《帰去来図巻》
 ホノルル美術館蔵、部分

図 22　程大約『程氏墨苑』 1605年
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も
普
及
し
た
『
程
氏
墨
苑
』
と
い
う
中
国
の
墨
の
商
業
用
カ
タ
ロ
グ
で
あ
る
が
、《
竹

林
七
賢
》と
題
さ
れ
た
絵
の
中
に
蘭
亭
の
盃
が
川
を
流
れ
て
い
る
。
ま
た
、《
修
禊
図
》

と
題
さ
れ
た
二
頁
に
は
、
岩
に
題
書
や
、
弦
楽
器
は
見
ら
れ
な
い
が
、
雅
集
参
加
者

の
様
子
が
活
き
活
き
と
描
か
れ
て
い
て
楽
し
い
。　

　

そ
し
て
、ミ
シ
ガ
ン
大
学
美
術
館
蔵
、一
六
二
一
年
制
作
の
盛
茂
燁
筆《
蘭
亭
画
巻
》

も
、
樊
沂
の
作
品
と
同
様
に
、
図
像
の
乱
れ
は
少
な
い
。
本
画
巻
も
、
一
九
七
〇
年

代
ま
で
日
本
に
逗
留
し
、
中
林
竹
洞
に
よ
る
写
し
も
存
在
す
る
が
、
こ
こ
に
は
、
祇

園
南
海
の
記
述
に
よ
る
、足
を
水
に
つ
け
て
い
る
「
王
豊
之
」
の
図
像
が
登
場
す
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
南
海
が
盛
茂
燁
の
画
巻
を
見
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
こ
の
図
像

は
、
前
述
の
狩
野
永
納
筆
と
も
考
え
ら
れ
る
、
元
三
井
寺
障
壁
画
と
し
て
描
か
れ
た

《
蘭
亭
図
》
の
足
を
水
に
つ
け
て
い
る
文
人
の
姿
と
も
関
連
す
る
た
め
、
本
図
の
将

来
の
年
代
が
十
七
世
紀
制
作
直
後
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　

そ
れ
以
降
、
河
村
文
鳳
の
《
蘭
亭
図
》（
図
23
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
足
を
水

に
つ
け
て
い
る
文
人
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
文
鳳
自
身
が
編
集
し
た
、

『
文
鳳
画
譜
』
の
「
謝
萬
」
の
図
像
と
一
致
す
る
。
一
八
〇
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
文

鳳
画
譜
』
に
は
、
南
海
の
理
想
に
即
し
た
図
像
が
何
点
か
含
ま
れ
て
い
る
。

　

図
24
は
、
吉
田

公
均
の
《
蘭
亭

図
》
で
あ
る
。
公

均
は
、
京
都
御
所

の
杉
戸
に
《
花
車

図
》
を
描
い
た
幕

末
の
画
家
で
、
貫

名
海
屋
や
松
村
景

文
に
学
ん
だ
。
本

幅
は
、
図
像
大
集

合
と
い
う
感
じ
で

あ
る
が
、
踊
っ
て

い
る
「
楊
模
」
か
と
思
わ
せ
る
図
像
は
、中
林
竹
洞
の
酔
っ
払
っ
て
踊
っ
て
い
る
《
酔

李
白
図
》
と
酷
似
し
て
い
る
。
朝
日
美
奈
子
氏
は
、
竹
洞
が
こ
の
李
白
を
自
画
像
と

し
て
描
い
た
と
言
及
し
て
お
ら
れ
る
が
、
公
均
も
、
自
分
の
姿
を
李
白
と
楊
模
の
文

化
的
な
権
威
を
重
ね
て
描
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
）
（（
（

。
も
う
一
人
、
踊
っ
て
い
る
姿
も

加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
、
大
雅
の
絵
馬
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
に
も
、
酔
っ
た
「
庾
蘊
」
の
図
像
は
見
ら
れ
る
。
明
代
拓
本
の
文
化
的
権
威

を
踏
襲
す
る
と
共
に
、
南
海
の
テ
ク
ス
ト
を
読
ん
で
従
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

右
下
コ
ー
ナ
ー
に
鶴
が
見
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
三
井
寺
障
壁
画
の
《
蘭
亭
図
》、

ま
た
は
《
林
和
靖
図
》
等
、
別
画
題
に
典
拠
を
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
お
わ
り
に

　

以
上
、「
楊
模
」
と
「
庾
蘊
」
の
図
像
を
中
心
に
考
察
し
、
ま
た
、
様
々
な
画
題

図 23 河村文鳳筆　《蘭亭修禊図》1803年、
 個人蔵

図 24　吉田公均筆　《蘭亭曲水宴図》　19世紀、個人蔵
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の
図
像
が
、《
蘭
亭
図
》
に
混
入
し
て
い
く
様
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
う
い
っ
た
繰

り
返
し
の
う
ち
に
、
イ
メ
ー
ジ
が
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
、
幕
末
に
い
た
っ
て
は
、
図
1

の
鶴
田
光
貞
に
よ
る
刷
り
物
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
数
多
く
制
作
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
図
1
の
例
で
は
、
曲
水
宴
参
加
者
た
ち
が
、
江
戸
時
代
の
衣
装

を
纏
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、「
王
羲
之
」
の
図
像
を
「
松
尾
芭
蕉
」
に
す
り
か

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
時
代
性
を
明
確
に
醸
し
出
し
て
い
る
。

　

近
世
絵
画
に
お
け
る
図
像
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
、
複
数
の
雅
集
画
題
に
描
か
れ

た
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、

1
．「
楊
模
」
と
「
庾
蘊
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
特
定
の
古
典
的
な
図
像
を
踏
襲
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
得
る
文
化
的
権
威
を
獲
得
す
る

2
．
図
像
を
混
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
興
味
深
い
視
覚
効
果
を
新
た
に
創
出

す
る

3
．
図
像
に
含
ま
れ
る
意
味
を
生
か
し
て
、
自
ら
が
参
加
す
る
共
同
体
を
構
築
し
、

そ
の
共
同
体
の
社
会
的
地
位
を
向
上
さ
せ
る

と
い
っ
た
結
論
に
達
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、イ
メ
ー
ジ
が
イ
ノ
セ
ン
ト
で
は
な
く
、

観
賞
者
に
作
用
し
て
、
観
賞
者
の
心
的
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
結
論
を
導
い
た
。

〔
注
釈
〕

（
1
）
Ｗ
．
Ｊ
．
Ｔ
．
ミ
ッ
チ
ェ
ル　
『
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
：
イ
メ
ー
ジ
・
テ
ク
ス
ト
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』

鈴
木
聡
・
藤
巻
明
訳　
（
勁
草
書
房
、
1
9
9
2
年
、
12
頁
）。W

.J.T. M
itchell,Iconology: 

Im
age, Text, Ideology, U

niversity O
f C

hicago Press, 1987. 

（
2
）
蘭
亭
参
加
者
四
十
二
人
の
う
ち
、
二
首
作
詩
し
た
の
は
、
王
羲
之
、
王
凝
之
、
孫
統
、 

謝
安
、

馬
孫
綽
、
王
宿
之
、
王
彬
之
、
王
徽
之
、
徐
豊
之
、
謝
萬
、
袁
嶠
之
の
十
一
名
。
一
首
作
詩

し
た
の
は
、
魏
滂
、
郗
曇
、
桓
偉
、
庾
友
、
王
渙
之
、
曹
茂
之
、
庾
蘊
、
虞
説
、
王
玄
之
、

謝
繹
、
曹
華
、
王
蘊
之
、
華
茂
、
孫
嗣
、
王
豊
之
の
十
五
名
。
一
首
も
作
詩
で
き
な
か
っ
た

の
は
、
謝
藤
、
謝
瑰
、
丘
旄
、
任
凝
、
王
獻
之
、
楊
摸
、
后
綿
、
呂
系
、
孔
盛
、

密
、
曹

勞
夷
、
華
耆
、
卞
迪
、
呂
本
、
曹
謹
、
虞
谷
の
十
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